
№ 質　問　項　目
自己
評価

自己評価についての説明
学校

関係者
評価

1

学校は、各教科におい
て「授業の見える化」を
図り、生徒の意識的に
学ぶ姿勢を向上させる
ような取り組みを実践し
ている。

Ａ

昨年の本評価３．３９から今年は3.56と＋0.17。
「自己肯定感を高め、主体的に学ぶ生徒の育
成」を主題に校内研究に取り組み３年目であ
る。特に授業の中で「見通し」を持たせる学習活
動、「振り返り」の学習活動を意図的に行うこと
に力を入れてきた。校内の授業を巡回してい
て、学習課題を明示していないことがまだある
のが課題である。

Ａ

2

学校は、体験的な学習
や問題解決的な学習、
生徒の興味・関心を生
かした自主的・自発的な
学習を適切に行ってい
る。

Ａ

昨年の本評価3.42から今年は3.49と＋0.07。
学校教育目標の一節の「自ら学ぶ」生徒の育
成をめざし家庭学習を充実させる取組をしてい
る。体験的学習、問題解決的な学習など指導
法について語りあう職員が多く見られた。家庭
学習時間の不足が公的調査から明らかになっ
ており、この課題に対し、さらに取り組む必要が
ある。

Ａ

3

学校は、視聴覚教材や
教育機器、コンピュー
ターや情報通信ネット
ワークを効果的に活用
した授業を行っている。

Ａ

昨年の本評価3.45から今年は3.48と＋0.03。
教科の授業、総合的な学習の時間、学級活
動、道徳の時間、部活動で広く活用が行われて
いる。今年度、タブレットが１０台導入され活用
が広まってきている。校内で体育館、武道場な
ど活用できる環境になっていないところが課題
である。

Ａ
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4

学校は校務分掌や主任
制を適切に機能させる
など、組織的な運営・責
任体制を整備している。 Ａ

昨年の本評価3.55から今年は3.68と＋0.13。
学校教育目標の職員、生徒の認識率１００％を
めざし取り組んでいる。十分な学校教育目標へ
の理解のもと、校務分掌の主任が機能し、学校
が経営されている。時代に即した校務分掌の見
直しを行うことが課題である。

Ａ

5

学校は経営方針を具現
化するために、学校評
価の実施等を通じて、
PDCAサイクルに基づく
学校経営を行っている。 Ａ

昨年の本評価3.40から今年は3.64と＋0.24。
自己評価シートの作成にあたっては学校教育
目標との連鎖をお願いしている。管理職のとの
面談で達成状況を確認し、次年度の計画作成
に生かしている。Ａｃｔｉｏｎの部分の評価が難し
いことが課題である。

Ａ

6

学校は事故や不審者の
侵入等の緊急事態発生
時に適切に対応できる
よう。危機管理マニュア
ル等を作成し、迅速に
対応できる体制を整え
ている。 Ａ

昨年の本評価3.13から今年は3.45と＋0.32。
危機管理マニュアルが整備され年度当初に確
認をしている。４月に確認しただけだと職員から
「危機管理マニュアルを見たことがない」という
声もあった。次年度からは各学期ごとに危機管
理マニュアルを確認する。三中は黒目川沿いな
ので大洪水へのシュミレーションを実施するよう
にする。

Ｂ

学校関係者評価についての説明

・先生方の「チーム三中」の意識の高さを感じる。
・学校の校務分掌、主任制がうまく機能している。先生
方がとてもいきいきしており、協働することで「ワンチー
ム」の三中を感じる。

・管理職との面談で達成状況を確認しているのは若い
先生に励みになっていると思う。
・PDCAサイクルをベースに一人一人の教職員が学校経
営に参画する意識を持ち、教育活動をしている印象が
ある。具体的なアクションを積み上げてください。

・危機管理マニュアルを見たことが無いという方がいる
のに驚いた。黒目川大洪水シュミレーションは実施して
頂きたい。
・マニュアルは見やすく、わかりやすく、掲示や保管が明
確であることが大事。事が起きてからどこを見ればよい
のかでは対応が遅れる。小さな事でもその都度確認し
ておくことも１つの方法である。
・マニュアルを見たことがないという職員がいる中で、自
己評価「Ａ」はどうかと思う。
・次年度、学期ごとにマニュアルの確認をするのは良
い。
・日中校門を閉めることを励行するとよい。

評価項目「独自」

学校関係者評価についての説明

・「見通し」「振り返り」を重視した授業を展開されている
様子が伺える。それが生徒の意欲につながり、どう学力
につながってきているか検証も必要である。
・昨年より学校全体が明るい雰囲気である。職員室も同
様。

・教師間の情報共有がよく行われていると感じる。
・学校は体験的な学習や問題解決的な学習を意図的に
組み入れ実践していると思います。それを生徒の視点
でとらえ、自主的・自発的な学習にどう結びついている
か分析を続けてほしい。
・廊下に掲示している生徒作品など生徒の興味・関心・
自主的・自発的な学習に一役買っている。
・２年の職場体験学習ははじめて社会にふれる機会で
重要である。今後も安全に配慮し継続してほしい。

・体育館、武道場などで客観的に自分の姿を見る授業
ができると尚よいです。授業での活用がさらに進むこと
を期待する。
・いろいろな教科で教育機器を効果的に活用している授
業を拝見している。その方法を先生方で共有し、学校全
体で取り組めるとよい。これからの生徒はより反応・対
応できると考える。
・大型テレビがうまく活用されている

評価項目「組織運営」

　令和元年度新座市学校評価システム自己評価・学校関係者評価

学校名 新座市立第三中学校

実施日 令和２年１月２１日
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7

  学校は、児童生徒が
学習内容の理解を深め
ることができるよう、学
習ルールを定め、それ
に基づいた授業を展開
している。

Ａ

昨年の本評価3.38から今年は3.59と＋0.21。
数年続いている授業四原則「姿勢・清潔・礼・整
頓」が学年差、学級差なく取り組むことができて
いる。昨年もこの欄に書いたが、小学校で身に
ついている指名されたら返事をする習慣を継続
していくことが課題である。

Ａ

8

  学校は、各教科の指
導において言語活動を
重視した授業を展開し、
児童生徒の思考力・判
断力・表現力等の育成
に努めている。

Ａ

昨年の本評価3.19から今年は3.51と＋0.32。
各教科の授業で個人、グループでの言語活動
を意図的に行っている。言語活動を支える教師
の言語環境に乱れが一部にある。授業の場、
保護者対応の場での正しい言葉遣いに努めて
いく。

Ｂ

9

学校は学習指導要領や
県編成要領、新座市指
導の手引きに基づき、
児童生徒の発達の段階
や学力、能力に即した
学習指導を行っている。

Ａ

昨年の本評価3.24から今年は3.56と＋0.32。
全国学力学習状況調査で「先生は理解してい
ない所をわかるまで教えてくれるか」が埼玉県、
全国よりも、すぐれている。「家で自ら勉強す
る」が埼玉県、全国より劣っていて、本校の課
題である。

Ａ

10

  学校は、英語（英会
話）の授業の充実する
など、グローバル化に
対応できる児童生徒の
育成（国際理解教育の
推進）に努めている。

Ａ

昨年の本評価3.35から今年は3.41と＋0.06。
ＡＥＴの活用、指導法の工夫により「読む」「聞
く」「話す」能力は向上している。「書く」学習は、
家での学習量が少ない生徒が多く、本校の課
題である。
　英語加配教員が本年度未配置のままだった
ことが課題である。

Ｂ
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11

  学校は、児童生徒が
友達や教職員・来校者
に進んであいさつをした
り、「です、ます」をつけ
るなど、場に応じた言葉
遣いができるよう指導し
ている。

Ａ

昨年の本評価3.23から今年は3.40と＋0.17。
校内で教職員、保護者、その他の来校者への
あいさつの声がとても多く聞くことができる。来
訪者からあいさつについて良い評価を受けるこ
とが多い。生徒会が行うあいさつ運動は、ハイ
タッチ、グータッチなどを一緒に行い、楽しそう
に、工夫をして行っている。

Ａ

12

  学校は、児童生徒が
いじめや意地悪な行為
をすることなく、お互い
の良さや努力を認め
合って学校生活を送れ
るような環境を整備して
いる。

Ａ

昨年の本評価3.36から今年は3.43と＋0.07。
学校教育目標の一節「心豊かに」を実現するた
めに栽培活動、学級活動、道徳に力を入れ、良
い人間関係をつくるように努めている。いじめ調
査で早期発見、早期対応に努めている。一部
の女子生徒にトラブルが多くそれへの対応が
課題である。

Ａ

13

学校は教職員自らが手
本となり、児童生徒に対
して規律意識を高める
指導を行っている。

Ｂ

昨年の本評価3.31から今年は3.37と＋0.06。
生徒アンケートで「規則を守っている」「学校教
育目標を知っている」がとても高い評価が出て
いる。生徒は学校教育目標を意識し、規律意識
を高く持ち学校生活を送っている。

Ｂ

学校関係者評価についての説明

・気持ちの良いあいさつである。明るい学校の雰囲気が
出ている。
・あいさつは自然でいい感じになってきたと思う。来校者
は訪れたタイミングで評価がわかれることがある。場に
応じた言葉遣いは、やはり教師が範を示したい。
・校内に入ると明るく大きな声であいさつがある。開かれ
た学校と感じる。
・学校はもちろんだが、校外でも進んであいさつする生
徒が多い。

・様々な活動で豊かな心の育成をしている。生徒間のト
ラブルが減ることを期待します。
・学校内の環境は年々整美しされてきていると感じる。
スマホ等から起きる見えにくいいじめ等にはこれからも
アンテナを高くする必要がある。

・生徒は少しずつ規律意識が高くなってきているのがア
ンケートから読み取れる。むしろ教師の足並みをそろえ
ていきたい。
・生徒が一斉に下校するときに多くの先生方が正門で指
導している様子を見かけます。素晴らしいと思います。
・本評価や保護者アンケートを見ると努力が必要であ
る。
・保護者の声で「先生方はとても熱心で感謝している」と
ある。
・学校教育目標の生徒の認知度はすばらしい。

・授業の雰囲気がよい。落ち着いて授業を受けている。
生徒の評価も、内容についてよい。
・生徒の表情がいきいきしており授業が落ち着いて行わ
れている。生徒自身もルールを守り、良い環境を意識し
ているように感じる。
・全体に非常に落ち着いた環境で生徒に根付いている。

・さまざまな状況があると思うが、教師の言語環境の乱
れがあるのは改善していただきたい。
・新聞づくり等言葉にして発表することに多く取り組んで
いる。
・各教科で言語活動の充実をめざし取組をしている。
　一番の言語環境は教師である。
・本評価や保護者アンケートから、先生方の言葉遣いに
対する意識がもう少し高いといいと思う。

・家庭学習が県や全国より劣っている状況をどう改善す
るか学校・家庭の連携を期待する。
・先生方の熱意を感じる。家庭学習習慣定着が課題。
・一人一人に対応していこうという意欲が感じられる。
家庭学習のやり方、方法を具体的に教えていただきた
い。
・学力格差は小さくないと感じる。
聞けば教えてくれるが、聞かない（質問しない）生徒の中
には取り残されている子もいるように感じる。

次年度は英語加配教員は配置されるのだろうか。
・英語加配教員の配置をぜひお願いしたい。４月から小
学校で英語の授業が始まる。今以上に小中連携が重要
になる。英語好きの生徒を育ててください。
・英語加配教員が未配置の中、先生方が努力されたの
だと思うが、自己評価がＡでよいのか疑問を感じる。

評価項目「豊かな心の育成」

評価項目「学力向上」

学校関係者評価についての説明



№ 質　問　項　目
自己
評価

自己評価についての説明
学校

関係者
評価

14

  学校は、児童生徒が
体力向上に向け、体育
や部活動・休み時間な
どにおいて意欲的に取
り組めるよう指導に当
たっている。

Ａ

昨年の本評価3.74から今年は3.71と－0.03。
体育の授業で瞬発力向上のため馬跳び、短縄
跳びを体育科全体で行っている。部活動ガイド
ラインを遵守しつつ、部活動の大会で成果が
次々と出ていた。

Ａ

15

  学校は、食に関する意
識を高める食育に取り
組むなど、計画的に健
康教育を推進している。 Ａ

昨年の本評価3.69から今年は3.76と＋0.07。
給食だより、給食試食会、地産地消、食品ロス
を減らす取組など多岐にわたり展開している。
給食委員が調理員にインタビューをして１月の
給食週間に生徒集会で発表をした。

Ａ
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16

  学校は、保護者や地
域住民の意見を取り入
れる機会を積極的に設
け、学校に寄せられた
具体的な要望や意見を
把握し、適切に対応して
いる。

Ａ

昨年の本評価3.53から今年は3.62と＋0.09。
１１月の彩の国教育週間の時の授業日を学校
公開とし４日間公開し、生徒の様子をしっかり
見たいという願いにこたえることができた。三中
校区ふれあい連絡協議会を核に町内会、学区
内小学校、高校と連携が緊密にとれている。

Ａ

17

  学校は、学校だよりや
ホームページなどで、教
育活動の様子や成果・
課題などについて定期
的に情報提供している。

Ａ

昨年の本評価3.43から今年は3.60と＋0.17。
学校だより、学級だより、部活動だよりなどでの
学校の様子の周知に努めている。近隣スー
パーで給食の献立表を掲示している。ホーム
ページに写真の掲載を増やして公開している。

Ａ

18

  学校は、学校応援団
組織を活性化させるとと
もに、保護者や地域と
連携して声かけ運動、
美化活動、不審者対策
など、計画的に実施して
いる。

Ａ

昨年の本評価3.58から今年は3.67と＋0.09。
ＰＴＡ副会長が学校応援団コーディネーターを
務め学校応援団活動を推進している。特にボラ
ンティア委員会が緑化、バザー、朝の声かけ、
お祭りパトロール、図書館補助、行事手伝いな
ど活発に展開している。地域の人材をさらに取
り入れていくことが課題である。

Ａ

・近隣のスーパーで給食の献立表掲示は良いアイデア
でおもしろい。
・ＨＰが充実してきている。保護者、地域が知りたいの
は、我が子がどんな活動をしているか、安全について等
である。更新期間が短くなることを望む。
・「三中だより」が良い。更新頻度がもう少し上がるとさら
に良い。

・学校応援団活動は保護者・地域がよく協力している。
地域人材には期待したい。
・学校応援団も活発に活動している。地域の中にはまだ
まだ多くの人材がおられるのでは。見つける方法、お願
いをするシステムを充実させると良いと思う。
・保護者・地域との連携は十分とれていると思います。

評価項目「健康・体力の向上」

学校関係者評価についての説明

・昼休みに生徒が楽しそうに体を動かしているのが印象
的。
・部活動の活躍がめざましく体力向上につながってい
る。部活の活動時間が制限される中でいかに効果を上
げるか工夫してください。
・何年もＡ評価が続いている。生徒の様子を見るといき
いきしている。

・以前から給食だより等食育を推進していて安心であ
る。保護者へも十分に発信されている。
・食育など健康教育をいろいろな活動を通して意識を持
たせている。食は心の栄養、おいしいと共に生徒の心を
育てる。
・食品ロスの問題は今の子どもに必要と思うので引き続
き指導をお願いします。

評価項目「保護者・地域との連携協力」

学校関係者評価についての説明

・学校公開の充実とふれ協による地域との連携が現在
の落ち着いた三中の学校生活につながっていると思う。
・４日間の学校公開実施は地域・保護者にとって良かっ
たと思う。生徒の健全育成の観点から、ふれ協、町内
会、学区小学校、高校との連携が図られ、多くの目で育
てているのは素晴らしい。
・４日間連続の学校公開ができるのは学校力の高さで
ある。


